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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成18年５月26日に提出いたしました第137期(自 平成17年３月１日 至 平成18年２月28日)有価証券報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第４ 提出会社の状況 

   ６ コーポレート・ガバナンスの状況 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  線で示しております。 

  



第一部 【企業情報】 

第４ 【提出会社の状況】 

６ 【コーポレート・ガバナンスの状況】 

(2) コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況 

①経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況 

2）内部統制システム及びリスク管理体制の整備の状況 

（訂正前） 

＜前略＞ 

また、平成17年９月にコーポレート・ガバナンスの一層の強化へ向けた内部統制システムの確立のために、代

表取締役直轄の独立組織として「内部監査室」を設置いたしました。内部監査室は、「企業経営の有効性と効率

性の向上」「企業の財務報告の信頼性の確保」「企業経営に係る法令の遵守」「企業の重大な損失・不祥事の発

生を未然に防止するためのリスク管理」を図るべく、内部統制システムの構築・維持に努めてまいります。併せ

て、内部統制の専管部署として前述の両委員会を主体的に司り、引き続き、より実効性のある内部統制システム

の確立に努めてまいります。 

＜後略＞ 

  

（訂正後） 

＜前略＞ 

また、平成17年９月にコーポレート・ガバナンスの一層の強化へ向けた内部統制システムの確立のために、

代表取締役直轄の独立組織として「内部監査室（人員：２名）」を設置いたしました。内部監査室は、「企業

経営の有効性と効率性の向上」「企業の財務報告の信頼性の確保」「企業経営に係る法令の遵守」「企業の重

大な損失・不祥事の発生を未然に防止するためのリスク管理」を図るべく、内部統制システムの構築・維持に

努めてまいります。併せて、内部統制の専管部署として前述の両委員会を主体的に司り、引き続き、より実効

性のある内部統制システムの確立に努めてまいります。また、監査役監査、会計監査人監査と緊密な連携を保

つことで内部統制機能の強化に努めてまいります。 

＜後略＞ 
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